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先端教育研究実践センター事業概要（2022 年度） 

 

 

先端教育研究実践センター（以下「センター」）は、教

育学研究科と教育情報学研究部との統合を受けて、教育

ネットワークセンター（教育ネットワーク研究室を前身

として 2006 年度に設置）を改組、拡充するかたちで 2018

年 4 月 1 日に設立された。教育ネットワークセンターの

諸機能の継承と事業の継続をはかりながら、重要な教育

課題に、より機動的に対応するとともに、学生の研究力

や実践力の強化にも寄与できる組織を目指している (1)。  

現在、センターは「重点研究プロジェクト部門」（旧

「プロジェクト部門」）「地域教育支援部門」「研究・教

育支援部門」の 3 部門と「国際交流支援室」（旧「国際

交流部門」）から構成されている。  

 

１．重点研究プロジェクト部門  

 重点研究プロジェクト部門は、これまで研究科で蓄積されてきた理論的・基礎的研

究を基盤としながら、現代社会が抱える教育に関する諸問題の解決に資する研究を実

施するとともに、学際的なプロジェクト研究の推進を支援することを目的とし、企画

研究と公募研究の 2 種類を設けている。  

 

①プロジェクト研究（企画研究）  

今年度は下表にある 1 件の企画研究が実施された。研究成果として、本誌に論文が

掲載されている。 

 

2022 年度  プロジェクト研究（企画研究）  

研究代表  研究課題  

神谷 哲司（教授）  
東北大学教育学部 2022 年度入学生新カリキュラムの点検・

評価・改善に関する研究 

 

②プロジェクト研究（公募研究）  

 今年度は下表にある 2 件の公募研究が採択されて助成が行なわれた。研究成果とし

 

2022 年度版パンフレット 
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て論文および報告書が本誌に掲載されている。  

 

2022 年度 プロジェクト研究（公募研究） 

研究代表  研究課題  

長谷川真里（教授） メディア接触状況が幼児の実行機能に与える影響 

閆  琬新（助教） 
在日留学生におけるアカデミックライティングへの支援に関す

る検討―大学院留学生への半構造化インタビュー調査から― 

 

 

③大学院生プロジェクト型研究  

 本事業は、文部科学省大学院教育改革支援プログラム「実践指向型教育専門職の養

成プログラム」（2007～2009 年度）の中で行なわれた「大学院生中心プロジェクト型

共同研究」を発展させるため、プログラム終了後の 2010 年度から研究科長裁量経費

によって引き続き実施されたものである。2016 年度に研究科長裁量経費からの補助

が終了し、センターの事業として実施することとなった。  

今年度は下表にある 12 件が補助対象となった。今年度の研究成果としての報告書

および研究論文が本誌に掲載されている。また、毎年、年度末の 2 月下旬〜3 月上旬

に研究成果に関する報告会が開催されている。2019 年度までの報告会はすべて対面

式で実施していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、2020 年

度と 2021 年度にはオンライン形式で実施した。本年度は対面形式とオンライン形式

を併用し、2023 年 3 月 9 日文科系総合研究棟 1 号館（以下、文科系総合研究棟と記

す）206 教室と Zoom 会場にて開催された。報告会には 12 名の研究代表者の内 10 名

が参加し、報告会に参加できなかった研究代表者 2 名については、事前に発表動画を

撮影してもらい、それを報告会で流す形で報告してもらった。今年度の報告会には計

35 名が参加し、活発な意見交換が行なわれた。  

 

2022 年度  大学院生プロジェクト型研究  

研究代表  研究課題  

孫  冬梅  
（博士後期 3 年）  

学校と地域をつなぐコーディネーターの役割と学び―福島県

南相馬市地域学校協働活動事業の取組から― 

胡  韋  
（博士後期 2 年）  

認知症とともに生きる共生社会の構築と社会教育―「本人・若

年認知症のつどい『翼』」を通して― 
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WANG HAOMIAO 
（博士前期 2 年）  

中国における中学校学級担任の心理的負担に影響を及ぼす個

人・組織環境要因  

杉本  守  
（博士前期 2 年）  

情緒応答性と他者意識および子ども観の関連の検討―表情認

知における親と未婚者の対比から― 

新津  雪乃  
（博士前期 2 年）  

進行性筋ジストロフィー児童・生徒における就学状況の現状

について  

内山  彩香  
（博士前期 2 年）  

アルコール問題を抱える家族における相互作用の検討―症状

の経過に着目して― 

森谷  菜々絵  
（博士前期 2 年）  

家族および医療者のサポートが 2 型糖尿病患者の QOL に及

ぼす影響  

稲垣  悟  
（博士前期 1 年）  

公立小学校におけるオルタナティブ教育の実践にかかる開校

プロセス―福山市における学校再編事業に着目して― 

湊  洵菜  
（博士前期 1 年）  

異文化間協働による学習者のグローバル・コンピテンシーの

習得―地域社会に開かれた国際共修の実践からホスト側の学

びに着目して― 

亀岡  晃佑  

（博士前期 1 年）  
“脱マスク”への抵抗における不安要因の検討  

宮川  紫苑  
（博士前期 1 年）  

日本における「入床先延ばし」についての実態把握  

八木  美華  
（博士前期 1 年）  

成人の経験を資源とする音楽学習に関するアクションリサー

チ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

対面参加の報告会場           オンライン参加による Zoom 画面  

大学院生プロジェクト型研究成果報告会（2023 年 3 月 9 日） 

※対面参加とオンライン参加の併用によるハイブリッド型で実施した 
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２．地域教育支援部門  

 地域教育支援部門は、教育問題に関する支援事業およびこれに関連する研究の推進

にかかわる事業への支援を行なう部門である。①コンサルテーション事業、②ボラン

ティア事業、③生涯学習支援事業、④社会教育主事講習実施支援、⑤教育指導者講座

支援の 5 つの枠が設けられ、支援が行なわれている。  

 

①  コンサルテーション事業支援  

 ここでのコンサルテーション事業とは、研究科の教員および学生が行なっている地

域住民や教育専門職者を対象とした相談事業である。今年度は下表の 3 事業が支援の

対象となった。今年度の事業報告書は本誌に掲載されている。  

 

2022 年度 コンサルテーション事業  

事業代表  事業名  

青木  栄一（教授）  教育政策分析支援事業  

工藤  与志文（教授）  木曜会  

川﨑  聡大（准教授）  学習障害支援事業  

 

②  ボランティア事業支援  

 東北大学の全学規模でボランティアを募り活動している「東北大学学校ボランティ

ア」（顧問：後藤武俊准教授）への事業支援である。当ボランティア団体の活動につい

ては研究科・学部と仙台市および宮城県の教育委員会との間で協定書が締結されてお

り（仙台市教育委員会と 2004 年 2 月 20 日、宮城県教育委員会と同年 3 月 30 日に締

結）、学生の学校参加による地域教育の活性化と学生自身の社会的成長を図ることを

目的とし、小・中・高校で教科学習の補助や課外活動の運営サポートを行なっている。

一昨年度から新型コロナウイルス感染症の影響により、活動が休止となっている。  

 

③生涯学習支援事業支援  

 知的障害者および大学生がともに学ぶ場である東北大学オープンカレッジ「杜のま

なびや」(2)に対する支援である。「杜のまなびや」は 2006 年に開講され、2010 年度よ

りセンターの支援対象事業となった。  

 

③  社会教育主事講習実施支援  

 文部科学省の委嘱によって研究科が毎年実施している東北大学社会教育主事講習の実

施支援である。本講習は、社会教育主事の職務を遂行するための専門的知識・技能の習得

および社会教育主事資格の付与を目的とするものであり、センターでは講習における演
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習の実施支援を行なっている。今年度の講習は 6 月 28 日～7 月 1 日に東北自治総合研

修センター・成田公民館等において、また 7 月 11 日～8 月 9 日に東北大学において、

対面式での講義・演習を実施した。加えて、7 月 4 日～8 日、7 月 28 日～8 月 3 日は

教育事務所等を会場にしたリモートによる講義・演習として実施された。  

 

④  東北大学教育指導者講座支援  

 東北大学教育指導者講座は、1965 年以来、教育指導者に必要な専門的資質を高める

場を提供し、学校教育の充実に資することを目的として、講義とワークショップとで

構成された短期集中型の形態で実施されてきたものである。主として宮城県内の幼稚

園、小学校、中学校、高校から毎年約 70 名の受講者を受け入れ続けている。今年度の

講座は、8 月 17 日～19 日にオンライン会場にて開催され、72 名が参加した。  

 

３．研究・教育支援部門 

研究・教育支援部門は、教員や学生が研究・教育活動のいっそうの充実を図ること

ができるよう環境を整備し、それを維持発展させていくことを目的としている。  

 

①  コンピュータ実習室の運用 

研究科・学部における教育支援を主な目的としてコンピュータ実習室を運用してい

る。文科系総合研究棟には31台（1台は教員用）、文学研究科棟には20台のWindows

のコンピュータが用意されており、SPSS、Stata、Rなど統計解析のためのソフトウェ

アが利用できるようになっている。また、コンピュータ実習室にはプロジェクタと大

型スクリーン、プリンタ（3台）があり、ともに授業や講習会、学生の学習・研究に活

用されている。なお研究科・学部の授業開講期間中は利用時間を延長して学生の利用

の便を図っている。  

授業や講習会などとは別の機会に、学生が個人の研究や学習を目的としてコンピュ

ータ実習室を利用するためには、事前にコンピュータ実習室利用講習会を受講するこ

とを義務づけている。利用講習会は対面形式で実施していたが、2020年度以降はオン

ライン形式にきりかえている。コロナ禍対応のため学生の学内への入構制限があると

ともに、対面的な状況での施設の利用にも厳しい制約があったためである。今年度の

受講修了者は95人である（2023年1月12日現在）。  

開室にあたっては、昨年度や一昨年度と同様に新型コロナウイルス感染予防対策（3

密の回避、消毒、換気、事前利用申請、入退室記録）の徹底、教育学部・教育学研究

科新型コロナウイルス感染症対策本部による施設の部分的開放に関する各種注意事項

に留意した。具体的にはコンピュータの大教室への移設、パーテーションの設置、利

用者のためのフェイスシールド、マスク、使い捨てのビニール手袋の準備などである。  
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②  学生の研究・学習・談話スペースの整備 

図書室、自習室、コンピュータ実習室が位置するフロアの整備を行ない、特に学部

3、4 年生の利用が多いこのフロア全体で、学生の研究・学習・談話のために 102 席

を確保している。また、コンピュータ実習室の入退室管理システムの導入、学生用の

DST 錠ロッカーの設置、リフレッシュ・スペース（20 席）、自習室（40 席）、コン

ピュータ実習室（31 席）の備品整備を行ない、研究・学習環境の充実を図っている。 

今年度は昨年度と同様、新型コロナウイルス感染予防対策として、自習室およびリフ

レッシュ・スペースで利用できる座席数を半分にした。椅子は半数を片付け、ソファに

は間隔を空けるため「使用停止」の貼り紙を掲示し、学生が密集しないようにした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータを移設した大教室      コンピュータ実習室での自習・勉学の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

自習室の自習スペースとロッカー        リフレッシュ・スペース 

 

 

③コンピュータ制御室の運用 

コンピュータ制御室では、研究科LAN運用のための基幹サーバ、および研究・教育

に関するサービス提供のためのサーバ、研究棟内における無線LANの運用、その他研

究・教育活動や広報活動にも活用される研究科Webサイトの管理運用を本研究科の広
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報委員会、総務企画係とともに行なっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．国際交流支援室 

国際交流支援室が設置されたのは 2018 年 10 月である。従来、センターには国際交

流部門が設けられ、研究・教育に関する国際的なネットワーク形成、教育科学研究に

おける世界的な学術拠点形成をめざした企画や事業を行っていたが、これらのさらな

る進化と拡大を求めてのことである。  

現在、国際交流部門から引き継いだ業務とともに 2011～2015 年度に研究科で実施

された「アジア共同学位開発プロジェクト」のなかでの取り組みを継承発展させるた

め、精力的な事業展開を行っている(3)。 

詳しい内容は本誌の次の報告に記されている。  

 安保英勇「2022 年度『国際交流支援室』事業報告」（187 頁）  

ここでは、国際学術ウェビナー、学術交流協定とそれと関連した研究交流、留学生

ネットワーク事業の 3 つに絞って、以下で簡単に紹介する。 

 

①  国際学術ウェビナー 

国際学術ウェビナー「Higher Education for A Just and Sustainable World」の目

標は日本を含むアジア太平洋地域における「教育の新たな社会契約」を作り出すため

に、社会対話による「誰一人取り残さない教育」の変容の在り方を探求することであ

る。令和 4 年度東北大学大学院教育学研究科「アジア太平洋地域における『教育の新

たな社会契約』の再構想」に関する対話シリーズを 4 回にわたり開催した。  

 

教育学研究科 Web サイト 
https://www.sed.tohoku.ac.jp/ 

先端教育研究実践センターWeb サイト 
https://www2.sed.tohoku.ac.jp/lab/edunet/ 
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国際学術ウェビナーシリーズ（第 1 回） 

 

 

 

 

 

 

 

国際学術ウェビナーシリーズ（第 2 回）   国際学術ウェビナーシリーズ（第 3 回） 

 

 

 

 

 

 

 

国際学術ウェビナーシリーズ（第 4 回） 

 

②  学術交流協定とそれに関連した研究交流 

 研究科は東アジアを中心とした海外の諸大学との学術交流を推進してきている。下

表はこれまでに研究科が部局間の学術交流協定を締結した協定校一覧である。 

教育学研究科による部局間学術交流協定校（2023 年 3 月現在） 

学術交流協定校名  国・地域名  締結年月日  

ロンドン大学インスティテュート・オブ・エデュケーション イギリス  1999 年 14 月 26 日 

明知大学校社会教育大学院  韓国  2000 年 13 月 17 日 

ヨーク大学教育学部  イギリス  2005 年 12 月 14 日 
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台東大学師範学院  台湾  2008 年 12 月 15 日 

ウソン大学校保健福祉学部  韓国  2010 年 14 月 23 日 

南京師範大学教育科学学院  中国  2010 年 11 月 25 日 

国立台湾師範大学教育学院  台湾  2011 年 13 月 14 日 

高麗大学校師範大学  韓国  2011 年 12 月 10 日 

国立政治大学教育学院  台湾  2012 年 19 月 13 日 

杭州師範大学教育科学学院  中国  2013 年 13 月 29 日 

北京師範大学教育学部  中国  2013 年 15 月 18 日 

南京師範大学心理学院  中国  2013 年 11 月 27 日 

華東師範大学教育科学学院  中国  2013 年 11 月 29 日 

華東師範大学心理与認知科学学院  中国  2013 年 11 月 29 日 

ソウル大学校師範大学  韓国  2014 年 13 月 28 日 

東北師範大学教育学部  中国  2014 年 11 月 14 日 

国立インドネシア教育大学教育学部・大学院研究科 インドネシア  2017 年 13 月 10 日 

ユネスコ・バンコク事務所 タ イ  2020 年 13 月 27 日 

天津大学教育学院 中国 2020 年 12 月 21 日 

 

 

③  留学生ネットワーク事業  

 研究・教育の国際化が進む中では、留学生の研究・教育環境のさらなる整備は大学

にとって重要な課題の一つである。センターでは留学生が抱える課題を把握するとと

もに留学生支援の具体的な方策について検討してきた。多言語（韓国語、中国語・簡

体字、中国語・繁体字、モンゴル語、英語）による学生便覧やリーフレットおよび Web

サイトの作成と運用を継続事業として行ないながら、2016 年度まで「アジア共同学位

開発プロジェクト」で取り組まれた日本語学習支援等の留学生支援プログラムの開発

2017 年度からセンターの事業として実施するとともに、これらを留学生ネットワー

ク構築事業の中に位置づけて、さらなる展開を図っている。  

 

なお、留学生ネットワーク事業として本誌に掲載された報告は以下の3つである。  

 尹得霞「2022年度外国人留学生の受け入れと支援」（201頁）  

 Dagvadorj Adiyanyam・閆琬新「2022年度日本語学習支援事業実施報告」（205頁）  

 閆琬新「2022年度外国人留学生のオリエンテーションと進路懇談会―『入口』と

『出口』における支援―」（213頁）  
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多言語版リーフレット（2019 年 3 月発行） 

左から「韓国語版」「中国語版（簡体字）」「中国語版（繁体字）」「英語版」 

                         

＊          ＊          ＊  

 

今年度のスタッフは、センター長が小嶋秀樹（教授）、副センター長が安保英勇（准

教授）、センター員が劉靖（准教授）、尹得霞（助教）、閆琬新（助教）、大河雄一（助

教）、Dagvadorj Adiyanyam（助教）、内藤隆史（助教）の8人であった。 

また、センターの運営委員会は、委員長が小嶋秀樹（教授）、副委員長が安保英勇

（准教授）、委員が松林優一郎（准教授）、本多奈美（准教授）、後藤武俊（准教授）、

劉靖（准教授）の6人によって構成された。 

 

注  

(1) 教育ネットワーク研究室設置以降の経緯については、丸山和昭 「教育ネットワークセンターの

歩み」東北大学大学院教育学研究科教育ネットワークセンター『東北大学大学院教育学研究科教

育ネットワークセンター年報』第 10 号 2010.3 pp.143-163 を参照。センターの Web サイトは

https://www2.sed.tohoku.ac.jp/lab/edunet/。 



先端教育研究実践センター事業概要（2022 年度） 
 

－227－ 

(2) 杜のまなびの Web サイトは https://www2.sed.tohoku.ac.jp/~morimana/。また、

昨年 4 月に図書が刊行された。田中真理、川住隆一、野崎義和、横田晋務「知的障害者とと

もに大学で学ぶ―東北大学オープンカレッジ『杜のまなびや』の取り組み―」（東北大学出版会、

2022）。 

(3) Asia Education Leader(AEL) CourseのWebサイトはhttps://www.sed.tohoku.ac.jp/ireo/aelc/。 

(4) 東北大学大学院教育学研究科  先端教育研究実践センター  国際交流支援室の  

Web サイトは https://www.sed.tohoku.ac.jp/ireo/。  

（Dagvadorj Adiyanyam、閆琬新）  

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


